
（別紙４）

～ R7年12月31日

（対象者数） 2 （回答者数） 1

～ R8年1月31日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2

引き続き定期的な緊急時訓練を行い、緊急時に対応できるよ

うに平時から備えていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

○事業所名 多機能型事業所ルアナ御幸町（居宅訪問型児童発達支援）

○保護者評価実施期間 R7年12月5日

○保護者評価有効回答数

R8年１月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R8年２月10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

看護師と多職種の複数体制で基本訪問しているので、それぞれ

の役割に徹することが出来ている

看護師がケアをしている間に保育士が活動の準備をしたり、活

動中に看護師がその様子を写真等で記録したりと役割分担が出

来ている。声を掛け合って活動も一緒に行うことが出来、緊急

時も複数体制なので落ち着いて対応することが出来ている。

利用児童の急変を想定した緊急時訓練を定期的に行っている 定期的に業者から人工呼吸器を借りてきて、急変時対応訓練を

行っている。また、色んな場合を想定した訓練を行い、どんな

状況でも冷静に対応出来るよう日々研鑽を積み重ねている。

事業所における自己評価総括表公表


